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■研究課題名

 希少糖生理活性の作用機構と生物生産場面での利用

■研究の目的
希少糖とは「自然界に微量にしか存在しない単糖とその誘導体」と定義される。香川大学を中心に大量生産に成功し
た幾つかの希少糖が、イネ等に対して植物防御関連遺伝子の発現を誘導し、また顕著な植物生育調節活性を持つことが
明らかになった。本研究は希少糖の生理活性作用のメカニズムを解明し、農業場面における利用の可能性を探ることを
目指した。

■研究項目・実施体制
（◎は研究を総括する者（研究代表者））
①希少糖のシグナル活性に関する研究

 （◎秋光和也、何森　健、田島茂行
  　／香川大学農学部・希少糖生産センター）

②希少糖作用の農薬への用途開発を目指した試験研究
（田中啓司／三井化学アグロ株式会社）

③希少糖の肥料養液素材としての実用化を目指した試験研究
（石田　豊／株式会社四国総合研究所）

■研究の内容・主要な成果
①Izumoringの希少糖の総てをPR遺伝子発現誘導活性と生長制御活性でスクリーニングし、さらに植物病害虫に対する
生理活性作用のスクリーニングにより、農業場面で利用が期待できる希少糖の選抜ができた。

②D-アロースとD-プシコース由来の植物耐病性誘導機構についての詳細解析が進展した。
③D-アロースの植物生長制御機構についての詳細解析が進展した。
④D-タガトースの植物病害防除場面での希少糖の利用の可能性が提案できた。
⑤レタスに対する希少糖の生育促進・品質向上効果、トマトに対する水分ストレス調節作用、イチゴに対する花芽分化
促進作用を提案することができた。

■今後の展開方向・見込まれる波及効果
自然界に大量に存在する単糖である「天然型単糖」に対して、微量にしか存在しない単糖を「希少糖」と定義付けて

いる。これら希少糖はバルク生産方法がなかったため、高価であるか、試薬として販売さえされていないものが多く、
世界的に見ても、希少糖に関する研究はほとんどなかった。香川大学を中心として組織された研究グループはこの希少
糖の生産システムを確立し、生物系特定産業、特に農業場面での応用の可能性を模索した結果、植物病害防除場面への
応用が期待できるD-タガトースを選抜できた。また、希少糖の施設栽培・植物工場での利用法を提案できた。天然物由
来である希少糖の農業場面での実用化により、希少糖利用産業の創生を促進できる可能性が見出せたとともに、農産
物・農作物生産技術のブランド化による地域の活性化等数値化できない部分での貢献も期待でき、希少糖の応用が生物
系特定産業技術にもたらす貢献度は極めて高いと考える。
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